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※端数処理の結果、数値が一致しない部分があります。

守
る
経
済
的
支
援
と
し
て
約
１

２
０
億
４
９
０
０
万
円
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
や
小
規
模
事
業
者
等
事

業
継
続
臨
時
支
援
金
給
付
事
業

な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

事
業
の
継
続
を
支
援
す
る
事
業

に
約
５
億
６
千
万
円
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
購
入
な
ど
学
び
の
保

障
や
学
習
環
境
の
整
備
に
約
２

億
９
千
万
円
と
な
っ
た
。

　
高
齢
者
や
子
ど
も
、
妊
婦
へ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
補
助
金
な
ど
医
療
供
給
体
制

の
強
化
に
約
１
億
６
７
０
０
万

円
、
自
治
組
織
が
実
施
す
る
感

染
予
防
事
業
へ
の
補
助
金
や
民

生
委
員
及
び
児
童
委
員
が
訪
問

す
る
際
の
感
染
予
防
用
品
の
購

入
な
ど
感
染
拡
大
防
止
の
事
業

と
し
て
約
３
３
０
０
万
円
と
な

っ
た
。

問　
事
業
の
国
庫
負
担
額
は
。

答　
42
事
業
は
国
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
。
総

額
で
約
13
億
６
３
０
０
万
円
の

う
ち
、
約
10
億
１
６
０
０
万
円

は
交
付
金
で
充
当
し
た
。

　
な
お
、
特
別
定
額
給
付
金
給

付
事
業
や
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
は
、
全

額
国
庫
補
助
金
で
実
施
し
て
い

る
。

問　
予
算
流
用
の
理
由
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
流
用
総
額

は
約
２
億
２
８
０
０
万
円
。
流

用
は
予
算
編
成
後
の
事
情
の
変

化
や
計
画
等
の
変
更
で
予
算
通

り
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
も
の

で
あ
り
予
算
の
目
的
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
範
囲
で
行
っ
て
い

る
。

問　
経
常
収
支
比
率
の
減
少
の

要
因
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
95
・
８
％
で
、
前
年
度

比
０・９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。

　
地
方
特
例
交
付
金
は
約
１
億

６
７
０
０
万
円
の
減
だ
が
、
地

方
消
費
税
交
付
金
の
約
４
億
８

０
０
万
円
増
な
ど
で
経
常
収
入

は
総
額
で
約
１
億
７
６
０
０
万

円
増
え
た
。

　
ま
た
経
常
経
費
は
人
件
費
が

約
４
億
７
２
０
０
万
円
増
だ

が
、
扶
助
費
の
約
２
億
５
８
０

０
万
円
の
減
、
元
利
償
還
金
の

約
９
９
０
０
万
円
の
減
な
ど
総

額
で
約
１
８
０
０
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
の
特
徴
と
し

て
、
こ
ど
も
医
療
費
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
に
係
る
経
費
な

ど
が
減
っ
た
。

財
政
指
標
の
状
況

問　
実
質
公
債
費
比
率
の
減
少

の
要
因
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
実
質
公
債

費
比
率
は
２
・
０
％
で
、
前

年
度
よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
た
。
地
方
債
借
入
額
の
減

に
よ
る
元
利
償
還
金
の
約
９
９

０
０
万
円
減
な
ど
が
要
因
で
あ

る
。

　
令
和
元
年
度
の
県
内
の
市
平

均
は
４
・
６
％
で
他
市
と
比

べ
れ
ば
低
い
が
、
今
後
は
小
中

学
校
体
育
館
空
調
設
備
設
置
等

事
業
や
文
化
施
設
整
備
な
ど
大

規
模
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重
な

財
政
運
営
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
市
税
の
増
加
要
因
は
。

答　
個
人
市
民
税
は
納
税
義
務

者
の
増
と
１
人
当
た
り
の
所
得

金
額
増
で
約
６
１
７
８
万
円
の

増
。
固
定
資
産
税
は
住
宅
用
地

市
税
収
入
の
増
加

特
例
や
設
備
投
資
の
伸
び
悩
み

が
あ
っ
た
が
、
新
築
家
屋
や
新

築
住
宅
軽
減
切
れ
に
よ
り
約
７

０
５
５
万
円
の
増
加
。

　
法
人
市
民
税
は
主
に
法
人
税

割
の
税
率
引
き
下
げ
に
よ
り
約

６
８
６
１
万
円
の
減
が
あ
っ
た

が
、
市
税
全
体
で
は
約
９
６
７

８
万
円
の
増
と
な
っ
た
。

問　
事
業
と
概
算
額
は
。

答　
１
人
10
万
円
を
給
付
す
る

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

１
１
４
億
７
３
０
０
万
円
の
ほ

か
、
基
準
日
の
翌
日
か
ら
年
末

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
に
給
付
す

る
特
別
出
産
給
付
金
給
付
事

業
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世

帯
に
児
童
１
人
当
た
り
１
万
円

を
給
付
す
る
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
事
業
、
水
道
料
金

の
減
免
な
ど
、
市
民
の
生
活
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

令和２年度 一般会計決算の認定令和２年度 一般会計決算の認定

新型コロナ  対策で前年度比45%増新型コロナ  対策で前年度比45%増

令和２年度
一  般  会  計 決算の特徴

※万円未満四捨五入

歳入

決算総額　567 億 2559 万円
前年度対比 45.2％増（390億 7569万円）

前年度対比 45.1％増（371億 4153万円）

実質収支額
20億 650万円

翌年度へ繰り越すべき財源   8 億 3692万円

…増減した主なもの

歳出 …増減した主なもの

市民税
令和２年度　  　79 億 9013 万円
対前年度比

人件費
令和２年度　     55 億 5851 万円
対前年度比　 　　5 億 4410 万円増

国庫支出金
令和２年度　  202 億 4437 万円
対前年度比

市債
令和２年度　  　27 億 4657 万円
対前年度比　　    6 億 3577 万円増

固定資産税
令和２年度　  　67 億 9836 万円
対前年度比

 　　3939万円減

138 億 5077 万円増

7572 万円増

扶助費
令和２年度　  112 億     914 万円
対前年度比　        3 億 9616 万円増

公債費
令和２年度　     40 億 1513 万円
対前年度比　     　       9896 万円減

普通建設事業費
令和２年度　     49 億 4097 万円
対前年度比　     29 億 7971 万円増

歳 入

決算総額 538 億 8218 万円歳 出

歳入歳出差引額
28億 4341万円

  

本会議での質疑をまとめています。
総 括 質 疑

　市の前年度の収入・支出が
正しく行われたか、議会で確
認することをいいます。決算
は議会に提出される前に監査
委員の審査を受ける必要があ
り、令和 3 年第 2 回定例会で
議員１名が選出されました。

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青
　
藍
　
会
　 

小
林
　 

憲
人  

議
員

日
本
共
産
党
　 

塚
越
　 

洋
一  

議
員

公
　
明
　
党
　 

島
田
　 

和
泉  

議
員

会
派
外
の
議
員
　 

民
部
　 

佳
代  

議
員

決算認定って？

小高 時男 監査委員

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
で
は
令
和
２
年
度
一
般

会
計
な
ど
各
種
会
計
の
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付
事
業
の
費

用
を
含
む
補
正
予
算
、
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
19
件
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
は
３
件
あ
り
、
２
件
の
意
見
書
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
安
全
点
検
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

常
任
委
員
会
で
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
令
和
３３
年年  
第
３
回
定
例
会

第
３
回
定
例
会

30

24

８

９


